
イ

0 881,806

財
源

ル

内
訳

国庫 計画 0 0 45

ラ

2,948
支出金 実績

イ

0 0 297,643
県

フ

計画 0 0 56,541

推

支出金 実績 0 0 37,

進

853

地方債 計画 0 0

課

0
実績 0 0 0

その他 計

施

画 0 0 95,215
実

策

績 0 0 17,632
一

が

般 計画 0 0 522,2

市

31
財源 実績 0 0 52

民

8,678

人件費 計画

/

0 0 100,516
実

心

績 0 0 103,538

身

トータル 計画 0 0 1,

と

227,451
コスト

も

実績 0 0 985,34

に

4

健康に暮らしている
目指す姿

方針
・新型コロナウイルス感染症対策については、国の方針に

令

沿って迅速に対応でき

和

る体制の整備を図
る。

 

・健康ゾーンの拠点施

5

設となる「（仮称）ス

年

マイルライフ推進セン

度

ター」の１階に設置し

施

た「（仮
称）健康見え

策

る化コーナー」の運営

評

を進めるとともに、２

価

階、３階で行われる新

書

元気世代プロジェ
クト

政

へとつなげていくため

　

の連携方法について検

策

討する。また、保健セ

0

ンターのアトレ庁舎へ

1

の移
令和 5年度 転に

共

際し、妊娠期から子育

に

て期までの切れ目ない

支

支援について、一層の

え

充実を図る。
・健診（

合

検診）の重要性につい

い

て、市民に対してあら

豊

ゆる事業を通してより

か

一層の周知を行うとと

に

もに、受診率の向上を

暮

図るため、受診しやす

ら

い健診受診体制の整備

せ

に取り組み、市民の健

る

康を支え
る体制づくり

ま

を進める。

ちづくり
施　策 01 健康

指標
成果 自分

で

自身が心身ともに健康

豊

だと思う割合 単位 ％
指

か

標名① 達成率区分 増加

な

目標
令和02年度 令和

暮

 4年度 令和 5年度

ら

令和 6年度 令和 7

し

年度
目標値 計画 74.

の

7 74.7 74.7 7

実

4.7
実績 74.6 7

現

2 72.5
達成率 96

主

.39% 97.05%

管

成果 生活習慣病による

課

死亡者数（７５歳未満

健

）（↘ ） 単位 人
指標名

康

② 達成率区分 削減目標

づ

平成30年 令和 4年

く

度 令和 5年度 令和 

り

6年度 令和 7年度
目

課

標値 計画 278 278

関

278 278
実績 27

連

9 246 256
達成率

課

113.01% 108

健

.59%
成果 (追加指

康

標)健診受診者の糖尿

づ

病（HbA1c 6.

く

5%以上)の割合（↘

り

） 単位 ％
指標名③ 達成

課

率区分 削減目標
令和 

、

4年度 令和 5年度 令

国

和 6年度 令和 7年

保

度
目標値 計画 11.4

年

11.3
実績 11.5

金

達成率

課、漁港振興

事業費内訳 （単位：

課

千円）
令和 3年度 令

、

和 4年度 令和 5年

ス

度

事業費 計画 0 0 1,

マ

126,935
実績 0



・

り

推移しているため、再

な

度健(検)診の重要性

が

を周知するとともに受

ら

診率の
低い40・50

個

歳代が健(検)診を受

別

診しやすい環境の整備

接

を更に図る必要がある

種

。
・第３期保健事業実

を

施計画（データヘルス

中

計画）を策定する中で

新

心

、特定健診受診者では

に

、高血圧、
高血糖者の

実

割合が高くなっており

施

、糖尿病性腎症が原因

し

となる人工透析新規導

た

入者が減少していな
施

。

策の い現状となってい

・

るため、生活習慣病発

健

症予防と重症化予防対

康

策を継続して実施する

型

づ

必要がある。
課題  

・

く

健康づくり事業に参加

り

した市民には、ポイン

の

ト付与などの利点があ

普

るとよい。また、特定

及

健診の
受診率向上が市

啓

にインセンティブがあ

発

るということを周知し

に

ていく必要がある。
 

つ

市民意見

コ

いては、食生活推進協

ロ

議会活動では、コロナ

ナ

禍前の実施状況に戻っ

ウ

た
が、保健委員活動は

イ

、地区での健康講座に

ル

ついては感染状況を見

ス

ながら実施した。その

感

他、がん検
診、健康相

染

談等はコロナ禍前の受

症

診状況には戻っていな

対

い状況である。
・「健

策

康見える化コーナー」

に

では、歯科保健や貧血

つ

等の健康講座、生活習

い

慣病に関するクイズラ

て

リ
ー等、年間５回のイ

は

ベントを実施し、楽し

、

みながら健康について

５

学ぶとともに、自分の

月

健康状態や
生活習慣等

８

を振り返る機会となっ

日

た。令和5年度の利用

に

状況については、新規

感

利用者1,020人、

染

2回
施策の 目以降の利

症

用者が638人、合計

法

1,658人、機器で

上

の計測実施延べ件数は

は

7,121件であった

２

。
振り返り ・健康づく

類

り課のアトレ庁舎への

か

移転に伴い、こども家

ら

庭センターを設置し、

５

妊娠期から子育て期
ま

類

での相談体制の充実を

と

図り、必要な支援につ

な

いて迅速な対応が可能

っ

となった。
・令和８年

た

度の本格稼働を目指し

が

、健康づくりと生きが

、

いづくりの拠点となる

ワ

「スマイルライフ推
進

ク

センター」の基本計画

チ

を策定した。
・若い世

ン

代の健(検)診受診率

接

の向上のため、LOG

種

Oフォームによる申し

に

込みや、LINEによ

つ

る受診勧奨
、休日に実

い

施する集団健(検)診

て

の回数を増やすなど健

は

診の体制の充実を図っ

、

た。特定健診において

予

は、集団健診の受診割

防

合が増加したが、若い

接

世代の受診率向上には

種

つながらなかった。
　

法

また、自身の健康づく

上

りに関心を持てるよう

は

、健康アプリ等の検討

特

を行った。
・生活習慣

例

病予防や重症化予防の

臨

ため、優先度をつけた

時

訪問指導、健康教育等

接

を実施した。訪問指
導

種

については対象者の6

と

7.6％に実施した。

評

し

・今後起こりうる新興

て

感染症への対応につい

継

ては、県や医師会等と

続

連携して行う必要があ

さ

る。
・健康づくりの普

れ

及啓発については、事

た

業を実施する中で、健

た

康づくりや疾病予防に

め

対する関心の
低い40

、

・50歳代の意識の醸

価

医

成を図る必要がある。

師

・「スマイルライフ推

会

進センター」の基本計

等

画に基づき、健康づく

と

りと生きがいづくりの

の

拠点とな
るよう、関係

連

各課や機関と連携し、

携

運用方針を検討してい

を

く必要がある。
・健(

図

検)診の受診率が低く


